
 

 

 

特別支援学校学習指導要領解説 

知的障害 各教科の目標・内容の一覧 

 

 

 

 

 

 

※「（具体的な内容の例）」の欄の記載については、特別支援学校学習指導要領解説に記され

ているものを参考に、段階を分けずにまとめています。実際の授業では、実態差のある学

習集団での授業が想定されるためです。学習指導要領で示されている目標・内容をもとに

単元目標などを設定し、具体的な活動内容を考える際などにご参考ください。 

※本まとめを、実態把握や目標・内容を設定する際の参考としてご活用ください。なお、あ

くまでも「まとめ」ですので、必要に応じて、学習指導要領解説のご確認をお願いします。 

国立特別支援教育総合研究所 研修事業部 主任研究員 真部信吾 によるまとめ 









内容 １段階 ２段階 ３段階

学校生活の簡単なきまりに関わる学習活
動

順番を守ることや信号を守って横断する
ことなど，簡単なきまりやマナーに関わ
る学習活動

学校のきまりや公共の場でのマナー等に
関わる学習活動

(ｱ)身の回りの簡単なきまりに従って教
師と一緒に行動しようとすること。

(ｱ)身近で簡単なきまりやマナーに気付
き，それらを守って行動しようとするこ
と。

(ｱ)日常生活の簡単なきまりやマナーが
分かり，それらを守って行動しようとす
ること。

(ｲ)簡単なきまりについて関心をもつこ
と。

(ｲ)簡単なきまりやマナーについて知る
こと。

(ｲ)簡単なきまりやマナーに関する知識
や技能を身に付けること。

自分の家族や近隣に関心をもつこと及び
公園等の公共施設に関わる学習活動

自分の住む地域のことや図書館や児童館
等の公共施設に関わる学習活動

自分の地域や周辺の地理などの社会の様
子，警察署や消防署などの公共施設に関
わる学習活動

(ｱ)身の回りにある社会の仕組みや公共
施設に気付き，それを教師と一緒にみん
なに伝えようとすること。

(ｱ)教師の援助を求めながら身近な社会
の仕組みや公共施設に気付き，それらを
表現しようとすること。

(ｱ)日常生活に関わりのある社会の仕組
みや公共施設が分かり，それらを表現す
ること。

(ｲ)身の回りの社会の仕組みや公共施設
の使い方などについて関心をもつこと。

(ｲ)身近な社会の仕組みや公共施設の使
い方などを知ること。

(ｲ)日常生活に関わりのある社会の仕組
みや公共施設などを知ったり，活用した
りすること。

教師と一緒に公園や野山などの自然に触
れることや生き物に興味や関心をもつこ
となどに関わる学習活動

小動物等を飼育し生き物への興味・関心
をもつことや天候の変化，季節の特徴に
関心をもつことなどに関わる学習活動

身近にいる昆虫，魚，小鳥の飼育や草花
などの栽培及び四季の変化や天体の動き
などに関わる学習活動

(ｱ)身の回りにある生命や自然に気付
き，それを教師と一緒にみんなに伝えよ
うとすること。

(ｱ)身近な生命や自然の特徴や変化が分
かり，それらを表現しようとすること。

(ｱ)日常生活に関わりのある生命や自然
の特徴や変化が分かり，それらを表現す
ること。

(ｲ)身の回りの生命や自然について関心
をもつこと。

(ｲ)身近な生命や自然について知るこ
と。

(ｲ)日常生活に関わりのある生命や自然
について関心をもって調べること。

身の回りの生活の中で、物の重さに気付
くことなどに関わる学習活動

身近な生活の中で，ものの仕組みなどに
関わる学習活動

日常生活の中で，ものの仕組みなどに関
わる学習活動

(ｱ)身の回りにあるものの仕組みや働き
に気付き，それを教師と一緒にみんなに
伝えようとすること。

(ｱ)身近にあるものの仕組みや働きが分
かり，それらを表現しようとすること。

(ｱ)日常生活の中で，ものの仕組みや働
きが分かり，それらを表現すること。

(ｲ)身の回りにあるものの仕組みや働き
について関心をもつこと。

(ｲ)身近にあるものの仕組みや働きにつ
いて知ること。

(ｲ)ものの仕組みや働きに関して関心を
もって調べること。

シ ものの仕組み

と働き

（具体的な内容の例）
【物と重さ】重さ（重い、軽い）の理解、物の形の変化と重さの関係
【風やゴムの力の働き】風やゴムの力による物の動きの理解、風やゴムの力の強弱と物の動きの変化の関係 等

コ 社会の仕組

みと公共施設

（具体的な内容の例）
【家族・親戚・近所の人】家族・親戚・近所の人の名前や職業、家族や身近な地域の役割
【学校】学校の場所や学校で働く人と自分との関わり、教室の名称、学校で働く人の職業名
【いろいろな店】店の種類や名前、色々な種類の店や商品、商品の名前、生産や流通
【社会の様子】住んでいる地域の街や自然の様子（公共施設、公園、河川等）、隣接する市町の名称、産業への関心
【公共施設の利用】身近な公共施設の名称や利用、警察署や消防署などへの訪問、公共施設の役割の理解
【交通機関の利用】電車やバスの名称や利用、切符の購入や料金の支払い、目的地までの利用 等

サ 生命・自然

（具体的な内容の例）
【自然との触れ合い】自然（公園、川、山等）の中での遊び、自然を利用した遊び、自然の現象の変化
【動物の飼育・植物の栽培】小動物や草花の観察、飼育、栽培、飼育や栽培環境の調整
【季節の変化と生活】天気や空の様子や変化、昼と夜（太陽、月、星）の関係、季節の特徴 等

ケ きまり

（具体的な内容の例）
【自分の物と他人の物の区別】自他の物の区別、他人の物の借り方、適切な方法での貸し借り、落とし物の扱い
【学校のきまり】きまりを守ることの意義理解、学校の決まりを守ること、簡単なきまりの相談
【日常生活のきまり】社会生活（公共施設、公共機関、交通等）のきまりを守ること
【マナー】食事のマナー、公共の場でのマナー 等
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１段階 ２段階 ３段階

ア　日常生活に必要な身近な言葉が分か
り使うようになるとともに，いろいろな
言葉や我が国の言語文化に触れることが
できるようにする。

ア　日常生活に必要な身近な言葉を身に
付けるとともに，いろいろな言葉や我が
国の言語文化に触れることができるよう
にする。

ア　日常生活に必要な国語の知識や技能
を身に付けるとともに，我が国の言語文
化に触れ，親しむことができるようにす
る。

イ　言葉をイメージしたり，言葉による
関わりを受け止めたりする力を養い，日
常生活における人との関わりの中で伝え
合い，自分の思いをもつことができるよ
うにする。

イ　言葉が表す事柄を想起したり受け止
めたりする力を養い，日常生活における
人との関わりの中で伝え合い，自分の思
いをもつことができるようにする。

イ　出来事の順序を思い出す力や感じた
り想像したりする力を養い，日常生活に
おける人との関わりの中で伝え合う力を
身に付け，思い付いたり考えたりするこ
とができるようにする。

ウ　言葉で表すことやそのよさを感じる
とともに，言葉を使おうとする態度を養
う。

ウ　言葉がもつよさを感じるとともに，
読み聞かせに親しみ，言葉でのやり取り
を聞いたり伝えたりしようとする態度を
養う。

ウ　言葉がもつよさを感じるとともに，
図書に親しみ，思いや考えを伝えたり受
け止めたりしようとする態度を養う。

１段階 ２段階 ３段階

ア　言葉の特徴や使い方

(ｱ) 身近な人の話し掛けに慣れ，言葉が
事物の内容を表していることを感じるこ
と。

(ｱ)身近な人の話し掛けや会話などの話
し言葉に慣れ，言葉が，気持ちや要求を
表していることを感じること。

(ｱ)身近な人との会話や読み聞かせを通
して，言葉には物事の内容を表す働きが
あることに気付くこと。

(ｲ)姿勢や口形に気を付けて話すこと。

(ｲ)日常生活でよく使われている平仮名
を読むこと。

(ｳ)日常生活でよく使う促音，長音など
が含まれた語句，平仮名，片仮名，漢字
の正しい読み方を知ること。

(ｲ)言葉のもつ音やリズムに触れたり，
言葉が表す事物やイメージに触れたりす
ること。

(ｳ)身近な人との会話を通して，物の名
前や動作など，いろいろな言葉の種類に
触れること。

(ｴ)言葉には，意味による語句のまとま
りがあることに気付くこと。

(ｵ)文の中における主語と述語との関係
や助詞の使い方により，意味が変わるこ
とを知ること。

(ｶ)正しい姿勢で音読すること。

イ　話や文章の中に含まれている情報の
扱い方

(ｱ)物事の始めと終わりなど，情報と情
報との関係について理解すること。

(ｲ)図書を用いた調べ方を理解し使うこ
と。

ウ　我が国の言語文化

(ｱ)昔話などについて，読み聞かせを聞
くなどして親しむこと。

(ｱ)昔話や童謡の歌詞などの読み聞かせ
を聞いたり，言葉などを模倣したりする
などして，言葉の響きやリズムに親しむ
こと。

(ｱ)昔話や神話・伝承などの読み聞かせ
を聞き，言葉の響きやリズムに親しむこ
と。

(ｲ)遊びを通して，言葉のもつ楽しさに
触れること。

(ｲ)遊びややり取りを通して，言葉によ
る表現に親しむこと。

(ｲ)出来事や経験したことを伝え合う体
験を通して，いろいろな語句や文の表現
に触れること。

内容

知識及び技能

（具体的な内容の例）
・言葉による物事の内容理解（始めと終わり、時間や手順にそった順序性への気付き）、物事の他者との共有
・目的をもった図書資料の使用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

（具体的な内容例）
・教師や友だちの働きかけへの反応、音声模倣などによる発声等、音声の高低や抑揚への気付き、言葉のリズムや音韻への
気付き
・言葉を用いた関わり、音声の口調や速度への気付き、感情や要求が相手に伝わることへの気付き
・平仮名への関心、自分の名前、友だちの名前、物の名前、動詞や形容詞
・発声や発音のための唇や舌の使い方、促音や長音が含まれた絵本、平仮名や片仮名や漢字などの取扱い
・文の構成の理解、文章理解、音読姿勢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

イ　我が国の言語文化

（１）日常生活に必要な国語について，その特質を理解し使うことができるようにする。

（２）日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を身に付け，思考力や想像力を養う。

（３）言葉で伝え合うよさを感じるとともに，言語感覚を養い，国語を大切にしてその能力の向上を図る態度を養う。

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（H29.4）p89～p95

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目標・内容の一覧（国語）

小学部

教科の目標

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で理解し表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能

知識及び技能

思考力、判断力、

表現力等

学びに向かう力、

人間性等

※児童が、どの段階の目標にあたるかを〇で囲むなどして、段階の把握に努めましょう。

思考力、判断力、

表現力等

学びに向かう力、

人間性等

段階の目標
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１段階 ２段階 ３段階

(ｳ)書くことに関する次の事項を理解し
使うこと。
　㋐いろいろな筆記具に触れ，書くこと
　　を知ること。
　㋑筆記具の持ち方や，正しい姿勢で書
　　くことを知ること。

(ｳ)書くことに関する次の事項を理解し
使うこと。
　㋐いろいろな筆記具を用いて，書くこ
　　とに親しむこと。
　㋑写し書きやなぞり書きなどにより，
　　筆記具の正しい持ち方や書くときの
　　正しい姿勢など，書写の基本を身に
　　付けること。

(ｳ)書くことに関する次の事項を理解し
使うこと。
　㋐目的に合った筆記具を選び，書くこ
　　と。
　㋑姿勢や筆記具の持ち方を正しくし，
　　平仮名や片仮名の文字の形に注意し
　　ながら丁寧に書くこと。

(ｴ)読み聞かせに注目し，いろいろな絵
本などに興味をもつこと。

(ｴ)読み聞かせに親しんだり，文字を拾
い読みしたりして，いろいろな絵本や図
鑑などに興味をもつこと。

(ｴ)読み聞かせなどに親しみ，いろいろ
な絵本や図鑑があることを知ること。

ア　教師の話や読み聞かせに応じ，音声
を模倣したり，表情や身振り，簡単な話
し言葉などで表現したりすること。

ア　身近な人の話に慣れ，簡単な事柄と
語句などを結び付けたり，語句などから
事柄を思い浮かべたりすること。

ア　絵本の読み聞かせなどを通して，出
来事など話の大体を聞き取ること。

イ　身近な人からの話し掛けに注目した
り，応じて答えたりすること。

イ　簡単な指示や説明を聞き，その指示
等に応じた行動をすること。

ウ　伝えたいことを思い浮かべ，身振り
や音声などで表すこと。

ウ　体験したことなどについて，伝えた
いことを考えること。

イ　経験したことを思い浮かべ，伝えた
いことを考えること。

ウ　見聞きしたことなどのあらましや自
分の気持ちなどについて思い付いたり，
考えたりすること。

エ　挨拶をしたり，簡単な台詞などを表
現したりすること。

エ　挨拶や電話の受け答えなど，決まっ
た言い方を使うこと。

オ　相手に伝わるよう，発音や声の大き
さに気を付けること。

カ　相手の話に関心をもち，自分の思い
や考えを相手に伝えたり，相手の思いや
考えを受け止めたりすること。

ア　身近な人との関わりや出来事につい
て，伝えたいことを思い浮かべたり，選
んだりすること。

ア　経験したことのうち身近なことにつ
いて，写真などを手掛かりにして，伝え
たいことを思い浮かべたり，選んだりす
ること。

ア　身近で見聞きしたり，経験したりし
たことについて書きたいことを見付け，
その題材に必要な事柄を集めること。

イ　見聞きしたり，経験したりしたこと
から，伝えたい事柄の順序を考えるこ
と。

イ　文字に興味をもち，書こうとするこ
と。

イ　自分の名前や物の名前を文字で表す
ことができることを知り，簡単な平仮名
をなぞったり，書いたりすること。

ウ　見聞きしたり，経験したりしたこと
について，簡単な語句や短い文を書くこ
と。

エ　書いた語句や文を読み，間違いを正
すこと。

オ　文などに対して感じたことを伝える
こと。

Ａ　聞くこと・話すこと

（具体的な内容の例）
・文字や書くことへの興味・関心
・クレヨン・筆・鉛筆・水性／油性ペンなどを使用した活動（運筆への基本動作）
・具体物や絵、写真等と、単語や文字カードのマッチング
・なぞり書き（点線の上をなぞって書く等）、簡単な図形の模写
・正しい持ち方や姿勢
・平仮名（簡単な語句の書き写し、自分の名前、物の名前、短い文、簡単な日記等）
・片仮名（学習用具〔ノートやクレヨン等〕、給食の献立〔パンやカレー等〕などの日常生活で見聞きする語句等）
・経験したことを絵や写真などから選んで指さしや身振り、言葉等で表現すること、経験したことをノートに書き出したり
順序立てて書いたりすること
・漢字（自分の名前等）
・長音、拗音、促音、撥音などの表記や助詞の使い方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

（具体的な内容の例）
・教師の言葉かけや身振り、絵本の挿絵や写真の提示などによる話しかけへの応答（話し手を見る、表情、身振り、指さ
し、返事、音声模倣、簡単な言葉等）
・身近な人との言葉を用いたやり取りの中で、意味や言葉から連想される言葉をイメージすること
・「図書室に絵本を返す。」などの３語から４語文の理解、指示を聞いての行動
・映像や写真などを手掛かりにして、体験や経験をしたことを振り返り、伝えたいことを自分の知っている言葉でイメージ
したり、考えること
・友だちの発表を聞いて、「同じ」や「違う」などと比べること、じぶんの思いや意見を発表すること
・日常生活の挨拶、遊びに必要な言葉でのやり取りに慣れること、友だちと一緒に簡単な台詞のある劇をすること
・身近な人との電話での受け答え
・正しい発音、距離や場面に応じた声の大きさの調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

Ｂ　書くこと

知識及び技能

内容

（具体的な内容の例）
・昔話、わらべ歌、言葉遊びなどでの音まねや動作化、昔話や童謡の歌詞の読み聞かせ、神話や伝承などの劇や音読発表
・クレヨン・筆・鉛筆・水性／油性ペンなどを使用した活動（運筆への基本動作）、正しい持ち方や姿勢、なぞり書き、平
仮名や片仮名
・読み聞かせによる本への関心、絵本や図鑑などの種類の理解と関心、紙芝居やペープサート、写真や映像などの理解　等

思考力・

判断力・

表現力等
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１段階 ２段階 ３段階

ア　教師と一緒に絵本などを見て，示さ
れた身近な事物や生き物などに気付き，
注目すること。

ア　教師と一緒に絵本などを見て，登場
するものや動作などを思い浮かべるこ
と。

ア　絵本や易しい読み物などを読み，挿
絵と結び付けて登場人物の行動や場面の
様子などを想像すること。

イ　絵本などを見て，知っている事物や
出来事などを指さしなどで表現するこ
と。

イ　教師と一緒に絵本などを見て，時間
の経過などの大体を捉えること。

イ　絵本や易しい読み物などを読み，時
間的な順序など内容の大体を捉えるこ
と。

ウ　絵や矢印などの記号で表された意味
に応じ，行動すること。

ウ　日常生活でよく使われている表示な
どの特徴に気付き，読もうとしたり，表
された意味に応じた行動をしたりするこ
と。

ウ　日常生活で必要な語句や文，看板な
どを読み，必要な物を選んだり行動した
りすること。

エ　絵本などを見て，次の場面を楽しみ
にしたり，登場人物の動きなどを模倣し
たりすること。

エ　絵本などを見て，好きな場面を伝え
たり，言葉などを模倣したりすること。

エ　登場人物になったつもりで，音読し
たり演じたりすること。

（具体的な内容の例）
・絵本や紙芝居などに出てくる身近な事物や生き物、出来事への興味・関心、指さし等で知らせること
・場所を表す絵や写真から行きたい場所を一つ選択
・「○」「×」の理解、「×」という記号を見て行動を抑制すること
・絵本を見聞きし、言葉のもつ音やリズムを楽しみながら模倣すること
・絵本の絵や題名を見て登場人物や場面の様子について言葉や身振り等で表現すること
・「はじめ」や「さいご」といった言葉の理解、時間の経過を捉えること
・校内や登下校等で見かけるシンボルマークや標識の理解、それに応じた行動
・絵本や経験から好きな場面を教師や友達に伝えること、好きな言葉を模倣すること
・絵本や易しい読み物の挿絵を手掛かりに、登場人物の行動や場面の様子などを想像すること、挿絵を並び替えること、簡
単な小見出し等を付けること、書かれている内容のおおよそを捉えること
・家庭や学校、地域での生活に必要なきまりや標識の文字や記号、絵などの理解、それに応じた行動
・読み物の音読や演じること
・片仮名（学習用具〔ノートやクレヨン等〕、給食の献立〔パンやカレー等〕などの日常生活で見聞きする語句等）
・漢字（自分の名前、曜日、漢数字等）
・お店やお菓子の名前等に表記されたローマ字への関心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

思考力・

判断力・

表現力等

C　読むこと

内容
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